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〔
判
示
事
項
〕

　

有
限
責
任
事
業
組
合
の
債
権
者
は
、
債
務
者
を
当
該
組
合
と
す
る

債
務
名
義
に
基
づ
き
、
組
合
員
の
固
有
財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

〔
参
照
条
文
〕

　

有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
一
五
条
、
二
一
条
一
項

〔
事
　
実
〕

　

Ｘ
（
債
権
者
、
抗
告
人
）
は
、
Ｙ
有
限
責
任
事
業
組
合
（
債
務
者
、

相
手
方
。
以
下
「
Ｙ
組
合
」）
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
者
で
あ
る
。

Ｘ
は
、
Ｘ
と
Ｙ
組
合
と
の
間
で
執
行
力
の
あ
る
和
解
調
書
正
本
（
以

下
「
本
件
債
務
名
義
」）
に
基
づ
き
、
Ｙ
組
合
の
代
表
者
組
合
員
Ａ

が
第
三
債
務
者
Ｂ
に
対
し
て
有
す
る
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
る
旨
の

債
権
差
押
命
令
の
申
立
て
（
以
下
「
本
件
申
立
て
」）
を
し
た
。
Ａ

の
Ｂ
に
対
す
る
請
求
権
は
Ａ
の
固
有
財
産
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
Ｘ

は
、
有
限
責
任
事
業
組
合
の
組
合
員
は
有
限
責
任
事
業
組
合
の
債
務

有
限
責
任
事
業
組
合
の
組
合
員
の
固
有
財
産
に
対
す
る
強
制
執

行
の
可
否

〔
商
法　

六
六
三
〕

判 

例 

研 

究

︵
東
京
高
決
令
和
五
年
一
二
月
二
五
日
（
抗
告
棄
却
、
確
定
）

令
和
五
年
（
ラ
）
第
一
五
一
三
号
債
権
差
押
命
令
申
立
却
下
決
定
に
対
す
る
執

行
抗
告
事
件

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
五
二
一
号
六
三
頁

）



法学研究 98 巻 11 号（2025：11）

136

に
つ
き
当
該
組
合
員
の
固
有
財
産
を
も
っ
て
直
接
責
任
を
負
い
、
有

限
責
任
事
業
組
合
の
債
権
者
は
、
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
関
す

る
法
律
（
以
下
「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
」）
二
一
条
一
項
柱
書
お
よ
び
同
項
一

号
を
根
拠
に
、
債
務
者
を
当
該
組
合
と
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
き
、

組
合
員
の
固
有
財
産
に
対
し
て
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

主
張
す
る
。

　

原
審
は
、
有
限
責
任
事
業
組
合
の
債
権
者
は
、
債
務
者
を
当
該
組

合
と
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
き
、
組
合
員
の
固
有
財
産
に
対
し
て
強

制
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
て
、
本
件
申
立
て
を
却
下

し
た
た
め
、
Ｘ
が
本
件
抗
告
（
執
行
抗
告
）
を
申
し
立
て
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

抗
告
棄
却

①
「
ま
ず
、
…
…
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
つ
い
て
は
各
当
事
者

が
出
資
の
全
部
を
履
行
す
る
こ
と
を
効
力
発
生
要
件
と
し
（
同
法

〔
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
〕
3
条
1
項
）、
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て
も
、
加
入
し

よ
う
と
す
る
者
が
出
資
の
全
部
を
履
行
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い

る
（
同
法
2​

4
条
2
項
）。

　

ま
た
、
有
限
責
任
事
業
組
合
の
組
合
員
に
対
し
、
自
己
の
固
有
財

産
と
組
合
財
産
と
の
分
別
管
理
義
務
を
明
示
的
に
課
し
（
同
法
2​

0

条
）、
組
合
員
固
有
の
債
務
に
対
す
る
債
権
者
は
組
合
財
産
に
強
制

執
行
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
（
同
法
2​

2
条
）、
不

動
産
が
組
合
財
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
公
示
を
可
能
に
す

る
た
め
、
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
基
づ
く
共
有
物
分
割
禁
止
の

登
記
が
で
き
る
も
の
と
す
る
な
ど
（
同
法
7​

4
条
）、
組
合
財
産
の

独
立
性
の
維
持
を
図
る
た
め
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。」

　

さ
ら
に
、
組
合
債
権
者
の
保
護
の
制
度
と
し
て
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
五
七

条
（
契
約
の
登
記
）、
一
一
条
（
出
資
の
目
的
の
限
定
）、
一
六
条

（
債
権
出
資
の
場
合
の
担
保
責
任
）
な
ど
を
示
し
、
続
け
て
、「
加
え

て
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
5​

6
条
は
、
民
法
上
の
組
合
に
関
す
る
同
法
の
規
定

を
数
多
く
準
用
し
な
が
ら
、
組
合
債
権
者
が
各
組
合
員
に
対
し
て
権

利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
規
定
（
民
法
6​

7​

5
条

2
項
）
を
準
用
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
に
相
当
す
る
規
定
が
Ｌ

Ｌ
Ｐ
法
自
体
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。」

②
「
以
上
の
と
お
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
に
お
い
て
は
組
合
債
権
者
保
護
の

制
度
が
整
備
さ
れ
、
組
合
財
産
の
独
立
性
が
担
保
さ
れ
て
お
り
、
民

法
6​

7​

5
条
2
項
を
準
用
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ

法
1​

5
条
は
、
有
限
責
任
事
業
組
合
の
組
合
員
が
そ
の
固
有
財
産
を

も
っ
て
組
合
の
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、

組
合
員
と
な
る
べ
き
者
は
、
自
己
の
出
資
の
全
部
を
履
行
す
れ
ば
、

財
源
規
制
違
反
の
財
産
分
配
が
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
後
は
当

該
組
合
の
債
務
を
自
己
の
固
有
財
産
を
も
っ
て
弁
済
す
る
責
任
を
負
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わ
ず
、
組
合
財
産
の
み
を
引
当
て
と
し
て
そ
の
責
任
を
負
う
こ
と
を

定
め
た
も
の
と
解
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
り
、
相
当
で
あ
る
。」

③
「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
1​

5
条
の
規
定
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
以
上
、
同
法

2​

1
条
1
項
柱
書
き
及
び
同
項
1
号
の
規
定
は
、
組
合
債
権
者
が
組

合
員
の
固
有
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
定

め
た
も
の
で
は
な
く
、
単
に
、
有
限
責
任
事
業
組
合
に
法
人
格
が
な

い
た
め
に
組
合
員
名
義
で
所
有
さ
れ
て
い
る
組
合
財
産
に
対
し
て
も
、

当
該
組
合
を
債
務
者
と
す
る
債
務
名
義
の
効
力
が
及
ぶ
旨
を
確
認
し

た
規
定
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

④
「
Ｘ
は
、
会
社
法
5​

8​

0
条
2
項
は
「
出
資
の
価
額
（
既
に
持
分

会
社
に
対
し
履
行
し
た
出
資
の
価
額
を
除
く
。）
を
限
度
と
し
て
」

と
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
1​

5
条
は
単
に
「
出
資
の
価

額
を
限
度
と
し
て
」
と
し
か
定
め
て
い
な
い
か
ら
、
同
法
は
組
合
員

が
出
資
を
既
に
履
行
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
資
の
価

額
を
上
限
と
し
て
、
組
合
債
権
者
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負
う
こ
と

を
定
め
た
規
定
で
あ
る
旨
主
張
す
る
。

　

し
か
し
、
前
記
の
と
お
り
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
は
各
当
事
者
が
出
資
の
全

部
を
履
行
す
る
こ
と
を
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
の
効
力
発
生
要
件

と
し
（
同
法
3
条
1
項
）、
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て
も
出
資
の
全

部
を
履
行
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
（
同
法
2​

4

条
2
項
）、
Ｘ
の
上
記
主
張
は
こ
れ
ら
の
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
の
規
定
と
整
合

し
な
い
。」

⑤
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
有
限
責
任
事
業
組
合
の
債
権
者
は
、
債
務
者

を
当
該
組
合
と
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
き
、
組
合
員
の
固
有
財
産
に

対
し
て
強
制
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」

〔
研
　
究
〕

一　

本
件
は
、
有
限
責
任
事
業
組
合
で
あ
る
Ｙ
組
合
に
対
し
て
債
権

を
有
す
る
Ｘ
が
、
Ｙ
組
合
を
相
手
方
と
し
て
、
Ｙ
と
の
間
の
執
行
力

あ
る
和
解
調
書
正
本
に
基
づ
き
、
Ｙ
組
合
の
組
合
員
Ａ
の
固
有
財
産

と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
Ａ
が
第
三
債
務
者
Ｂ
に
対
し
て
有
す
る
請

求
権
を
、
差
し
押
さ
え
る
旨
の
債
権
差
押
命
令
の
申
立
て
を
し
た
事

案
で
あ
る
。
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
二
一
条
一
項
柱
書
が
「
債
務
名
義
…
…
に
表

示
さ
れ
た
当
事
者
が
組
合
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る

者
に
対
し
、
又
は
そ
の
者
の
た
め
に
強
制
執
行
又
は
仮
差
押
え
若
し

く
は
仮
処
分
の
執
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
同
項
一
号
で

「
当
該
組
合
の
組
合
員
」
と
定
め
る
の
を
根
拠
に
、
Ｘ
は
、
債
務
者

を
当
該
組
合
と
す
る
債
務
名
義
に
基
づ
き
、
組
合
員
の
固
有
財
産
に

対
し
て
強
制
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
Ｘ
は
、

Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
が
「
組
合
員
は
、
そ
の
出
資
の
価
額
を
限
度
と
し

て
、
組
合
の
債
務
を
弁
済
す
る
責
任
を
負
う
」
と
定
め
る
の
は
、
組
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合
員
が
出
資
履
行
済
み
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
出
資
の
価

額
を
上
限
と
し
て
、
組
合
債
権
者
に
対
し
て
直
接
責
任
を
負
う
こ
と

を
定
め
た
も
の
と
主
張
す
る
。
本
決
定
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
が
、
組
合
財

産
の
独
立
性
を
担
保
し
、
組
合
債
権
者
保
護
の
制
度
を
整
え
て
い
る

こ
と
、
民
法
六
七
五
条
二
項
を
準
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
Ｌ

Ｌ
Ｐ
法
二
一
条
一
項
は
、
組
合
債
権
者
が
組
合
員
の
固
有
財
産
に
対

す
る
強
制
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
に
つ
い
て
も
、
組
合
員
が
そ
の
固
有
財
産

を
も
っ
て
組
合
の
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い

と
し
た
。
有
限
責
任
事
業
組
合
は
、
民
法
上
の
組
合
の
「
特
例
と
し

て
、
組
合
の
柔
軟
性
を
維
持
し
つ
つ
組
合
員
全
員
に
有
限
責
任
を
確

保
す
る
」（
日
下
部
聡
「
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
九
九
号
〔
平
成
一
七
年
〕
一
一
五
頁
）
も
の
と
説

明
さ
れ
る
。
本
決
定
を
検
討
す
る
に
は
、
有
限
責
任
事
業
組
合
の
組

合
員
の
責
任
が
、
民
法
上
の
組
合
の
組
合
員
の
責
任
や
、
会
社
法
の

持
分
会
社
の
有
限
責
任
社
員
の
責
任
と
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

二　

既
述
の
よ
う
に
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
は
、
有
限
責
任
事
業
組
合

の
組
合
員
の
責
任
は
出
資
の
価
額
を
限
度
と
す
る
こ
と
を
定
め
る
。

出
資
の
価
額
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
四
条
三
項
七
号
で
、
組
合
契
約
書
の
絶

対
的
記
載
事
項
（
篠
原
倫
太
郎
「
有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
に
関
す

る
法
律
の
概
要
」
商
事
法
務
一
七
三
五
号
〔
平
成
一
七
年
〕
七
頁
）

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
三
条
一
項
が
「
各
当
事
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
出
資
に
係
る
払
込
み
又
は
給
付
の
全
部
を
履
行
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
」
と
定
め
、
出
資
の
全
部
履
行
を

有
限
責
任
事
業
組
合
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
い
る
（
加
入
者

に
つ
い
て
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
二
四
条
二
項
）。

　

Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
を
、
持
分
会
社
の
有
限
責
任
社
員
の
責
任
に
つ

い
て
定
め
る
会
社
法
五
八
〇
条
二
項
と
対
比
す
る
と
、
会
社
法
五
八

〇
条
二
項
括
弧
書
の
「
既
に
持
分
会
社
に
対
し
履
行
し
た
出
資
の
価

額
を
除
く
」
と
の
文
言
が
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
に
は
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
有
限
責
任
事
業
組
合
の
組
合
員
は
、
履
行
済
み
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
出
資
の
価
額
を
上
限
と
す
る
有
限
の
、
組
合
債
権
者
に

対
す
る
直
接
責
任
（
組
合
員
の
固
有
財
産
を
も
っ
て
弁
済
す
べ
き
責

任
）
を
負
う
と
読
め
る
と
い
う
の
が
Ｘ
の
主
張
（
決
定
要
旨
④
参

照
）
で
あ
る
（
納
屋
雅
城
「
本
決
定
判
批
」
獨
協
法
学
一
二
五
号
一

八
六
頁
も
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
の
文
言
上
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
可

能
と
さ
れ
る
）。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
会
社
法
五
八
〇
条
二
項
は
、

既
に
同
条
一
項
が
、
有
限
責
任
社
員
を
含
む
持
分
会
社
の
社
員
一
般

の
責
任
に
つ
い
て
、
連
帯
性
、
直
接
責
任
性
を
定
め
て
い
る
こ
と
を

承
け
て
の
規
定
で
あ
る
か
ら
、
二
項
も
ま
た
有
限
責
任
社
員
に
つ
い

て
直
接
責
任
を
定
め
る
も
の
と
読
む
と
す
る
と
、
重
ね
て
直
接
責
任
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を
定
め
た
も
の
と
読
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
も

と
も
と
会
社
法
五
八
〇
条
二
項
は
、
一
項
の
持
分
会
社
社
員
一
般
の

責
任
に
対
し
て
、
有
限
責
任
社
員
に
つ
い
て
の
特
則
と
し
て
、
出
資

額
を
上
限
と
す
る
有
限
責
任
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

有
限
責
任
社
員
の
直
接
責
任
を
定
め
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き

で
は
な
か
ろ
う
か
。
有
限
責
任
社
員
の
直
接
責
任
を
定
め
る
の
は
、

専
ら
同
条
一
項
と
理
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
う
し
た
誤

解
を
生
ま
な
い
た
め
に
は
、
会
社
法
五
八
〇
条
二
項
は
、
一
〇
四
条

の
よ
う
に
、「
有
限
責
任
社
員
の
前
項
の
責
任
は
、
そ
の
出
資
の
価

額
（
既
に
持
分
会
社
に
対
し
履
行
し
た
出
資
の
価
額
を
除
く
。）
を

限
度
と
す
る
」
と
規
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
）。
こ
の
よ
う
に
整
理
す

る
と
、
会
社
法
五
八
〇
条
二
項
の
文
言
を
継
受
し
た
よ
う
に
み
え
る
、

Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
も
、
専
ら
有
限
責
任
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と

し
て
読
む
べ
き
で
、
組
合
債
権
者
に
対
す
る
直
接
責
任
を
定
め
た
も

の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
Ｘ
の
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一

五
条
に
つ
い
て
の
主
張
は
、
会
社
法
五
八
〇
条
二
項
が
有
限
責
任
社

員
の
直
接
責
任
を
も
定
め
る
と
の
読
み
方
を
前
提
と
す
る
も
の
と
推

察
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
読
み
方
の
妥
当
性
こ
そ
が
問
わ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
決
定
要
旨
は
、
組
合
員
の
責
任
が
有
限
責
任
と
な
る
こ

と
を
縷
々
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
に
基
づ
く
直
接

責
任
の
主
張
を
否
定
す
る
た
め
の
説
示
と
し
て
は
迂
遠
な
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

な
お
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
に
つ
い
て
、「
組
合
の
債
務
に
対
す
る

組
合
員
の
弁
済
責
任
の
引
当
財
産
を
組
合
財
産
の
う
ち
組
合
員
の
履

行
し
た
出
資
の
価
額
に
相
当
す
る
も
の
に
限
定
す
る
趣
旨
と
解
し
て
、

そ
の
範
囲
で
民
法
を
修
整
す
る
も
の
と
解
す
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の

方
向
で
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」（
石
綿
学
＝
須
田
徹

編
著
『
日
本
版
Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
法
務
と
税
務
・
会
計
』〔
平
成
一
八
年
〕

八
九
頁
［
増
島
雅
和
］）
と
の
指
摘
も
、
Ｘ
の
主
張
と
同
様
の
問
題

を
含
む
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
指
摘
に
つ
い
て
も
、
前
述
の

よ
う
に
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
一
五
条
は
会
社
法
五
八
〇
条
二
項
の
規
定
振
り

（
直
接
責
任
性
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
）
を
継
受
し
た
も
の
と
捉

え
れ
ば
、
解
釈
や
立
法
論
を
俟
た
ず
に
、
形
式
的
に
解
決
す
る
問
題

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三　

有
限
責
任
事
業
組
合
の
組
合
員
の
直
接
責
任
（
組
合
員
の
固
有

財
産
を
も
っ
て
弁
済
す
べ
き
責
任
）
の
否
定
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
三
条
一

項
や
二
四
条
二
項
の
全
部
履
行
義
務
と
、
一
五
条
の
有
限
責
任
性
の

結
果
と
し
て
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
株
式
会
社
の
株
主
の
間
接
責
任

性
と
同
様
の
構
造
（
全
額
払
込
主
義
＋
有
限
責
任
）
に
な
っ
て
お
り
、

「
既
に
履
行
し
た
出
資
の
価
額
を
除
く
」
こ
と
は
、
株
式
会
社
の
株

主
の
責
任
に
つ
い
て
の
規
定
振
り
に
倣
っ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

決
定
要
旨
は
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
が
民
法
六
七
五
条
二
項
を
準
用
し
て
い
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な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
有
限
責
任
事
業
組
合

の
組
合
員
が
固
有
財
産
か
ら
直
接
責
任
を
負
う
こ
と
が
な
い
と
い
う

制
度
設
計
を
採
用
し
た
と
す
れ
ば
、
事
柄
の
性
質
上
、
同
規
定
を
準

用
す
る
余
地
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
準
用
し
な
か
っ
た
と
み

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
組
合
員
が
固
有
財
産
か
ら
直
接
責
任
を
負
う
こ
と
が
な
い

こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
法
二
一
条
一
項
を
、
Ｘ
の
主
張
す

る
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
規
定
は
、
決
定
要
旨

③
も
説
示
す
る
よ
う
に
、
当
事
者
の
表
示
を
有
限
責
任
事
業
組
合
名

義
と
す
る
訴
訟
で
第
三
者
が
勝
訴
し
て
債
務
名
義
を
得
て
も
、
債
務

名
義
に
表
示
さ
れ
た
者
に
し
か
そ
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
な
る
と
、

組
合
員
が
共
有
名
義
で
所
有
し
て
い
る
組
合
財
産
等
に
つ
い
て
は
、

債
務
名
義
の
表
示
と
組
合
財
産
の
名
義
が
合
致
せ
ず
、
強
制
執
行
等

を
な
し
得
な
い
こ
と
と
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
規
定

を
置
い
た
も
の
と
説
明
さ
れ
る
（
篠
原
・
前
掲
一
四
頁
）。

杉
田
　
貴
洋


